
　近年、救急の出場件数（住民から通報があって
救急車がかけつけた回数）が増加しています。
　増加する救急電話の中には、適正に利用されていない事案
が多く見られます。

たとえば…
蘂「口から出血して血が止まらないのできてほしい」と
通報現場に向かうと…
おせんべいを食べていて、かけらが舌を傷つけて、病院
に搬送する必要のない少量の血がにじんでいるだけだっ
た…

蘂「足が悪いので家の中の高いところにあるものをとっ
てほしい」と通報
無視するわけにはいかない…。現場に向かってものを取
ってあげた…

蘂「熱があるので病院まで連れて行ってほしい」と通報
現場に向かうと…
少しの熱があったが、救急車で行くとすぐ診察してもら
えるから…

　これは実際にあった救急電話の例です。いずれも緊急を要
するものではありませんでした。
　このような救急車の利用が続くと、真に緊急を要する方が
利用できず、場合によっては患者が死に至ってしまうことも
あります。
　次の点に気を付けて、救急車の適正な利用をお願いします。
○症状が軽く「交通手段がない」「どこの病院に行けばいい
かわからない」といった場合は、民間の患者等搬送事業者
や病院情報提供サービス等を活用してください。
○定期的な通院等でタクシー代わりに救急車を利用しないで
ください。
○緊急に医療機関の受診が必要な場合は、迷わずすぐに救急
車を要請してください。

相談時間▶24時間365日
ＮＴＴのプッシュ回線・携帯電話をご利用
の場合…蕕＃７１１９
ダイヤル回線・ＩＰ電話・ＰＨＳをご利用の
場合…蕕８２４－４１９９
※このほか伊奈町消防本部・署蕕７２２－
８１１１でも休日・夜間に診療の受けられ
る病院の問い合わせに応じます。

埼玉県医療機能情報提供システム
　医療機関や薬局の情報を検索できます。
対応可能な疾患や手術実績もわかります。
（埼玉県医療機能情報提供システムで検索）

その119番通報、本当に必要ですか？その119番通報、本当に必要ですか？

お医者さんに行くべきか
迷ったら、まず相談。

～救急車の適正利用をお願いします～

近年の救急出場件数
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♥伊奈ライオンズクラブから町内小学校
へ各７万円のご寄付がありました。学
校備品の購入など有効に利用させてい
ただきます。
♥小貝戸区から１万円、DIC㈱埼玉工場
から34,900円、上尾工業㈱社員一同
から28,721円、訪問介護事業所こ
こ・さぽーとから42,036円、匿名１
件から12,355円を社会福祉のため
に、また、㈱森田染工場からタオル
240枚を障害福祉サービス事業所まつ
ぼっくりで役立ててほしいとご寄付が
ありました。社会福祉協議会で有効に
活用させていただきます。

くの町民の方々の生活手段として活用される、町民
満足度が高い「いなまる」の運行の実現を求めた答
申を反映したものでもあります。
　そのほかの
記念事業につ
きましては、公
募や有識者の
委員で構成さ
れた50周年記
念事業選定委
員会で検討さ
れることにな
りますが、その第一回目が10月に開催されました。
委員のみなさんからは「ああいう事業をやったら町
が盛り上がりそうだ」「話題性がある事業はこういう
ものだろう」という具体的なご意見を多数いただい
ています。老若男女、４万４千余人の全町民のみなさ
んに楽しんでいただける記念事業の柱となる企画を
これから選定してまいります。
　50年に一度の記念の年をみなさん一緒に盛り上
げましょう。

　1943年（昭和18年）に小針
村と小室村が合併し伊奈村が
誕生しました。当時の人口は
6,091人、1,001世帯でした。そ

して27年後の1970年（昭和45年）には人口が1万人
を超え、町制を施行し伊奈町が誕生しました。
　2020年といえば東京オリンピック・パラリンピッ
ク開催の年ですが、伊奈町にとっても町制施行50周
年という記念すべき年になります。町を挙げてお祝
いをしたいものです。
　平成31年11月から1年間を周年期間として記念事
業を実施しますが、その第一弾として、町内循環バス
「いなまる」の利便性向上のため、今までの１台体制
から２台体
制で運行を
始める予定
です。これ
は行財政改
革推進会議
から世代間
を越えた多

「もうすぐ町制施行
　　　　50周年です!!」

町長コラム

ありがとう
ございました

　この賞は、多年にわたり消費者団体の活動をと
おして、消費者の利益の擁護および増進に献身的
活動を続け、その功績が顕著である者に対し、埼
玉県知事より贈られるものです。
　伊奈町くらしの会に所属する片山晴子氏は、昭
和55年より38年にわたり廃油を用いた石けんづ
くり事業をはじめ、多くの啓発活動に率先して取
り組んだことが評価され、表彰されました。

埼玉県消費生活功労者
表彰受賞

埼玉県消費生活功労者
表彰受賞

▲町内循環バス「いなまる」

▲50周年記念事業選定委員会の様子
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